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これが「CATVキャットフィッシュ」だ。上段左：家庭用受信端末の子機（SH210-J-S） 上
段右：家庭用受信端末の親機（SH210-J） 中段：マルチエリア予測演算装置（EMC-SH210）
下段：FSK変調装置（EFT-SH210）

上段左：家庭用受信端末 子機（SH210-J-S） 上段右：家庭用受信端末 親機（SH210-J）
中段：マルチエリア予測演算装置（EMC-SH210） 下段：FFSK変調装置（EFT-SH210）

上段：マルチエリア予測演算装置（EMC-SH210） 下段：FSK変調装置（ESFT-SH210）

左：家庭用受信端末子機（SH210-J-S）
右：家庭用受信端末親機（SH210-J）

気象庁が配信した緊急地震速報電文を受信し、家庭用端末
の設置エリアの予測到達震度、猶予時間を計算してFSK変
調装置に送信します。

・配信サーバとのネットワークセッションは常時確立
・本機および、FSK変調装置の異常発生時に、登録したメ
ールアドレスに異常発生を送信
・最大10エリアの緯度・経度・地盤増幅率の設定可能
・家庭用端末単位でサービスの開始・休止、発報震度レベ
ルの設定、テスト電文送信が可能

CATV網にブロードキャスト方式により各家庭用端末機に
対して演算結果電文を送信します。

・デジタル減衰器採用により、RF出力の微調整が可能
・RF出力状態を常時監視。信号異常時には、FSK送信を
自動遮断
・各エリアに計算結果電文を一斉配信 ※エリア別での送

信時間の遅延はありません。
・モニター端子および、LEDにより送信状態の確認可能
・家庭用受信端末機の発報一斉テスト機能

CATV局のFSK変調装置より送信した電文を受信し、予測
到達震度、猶予時間を音声により発報します。

・10段階音声調整
・音声表現（曖昧・詳細）の選択が可能
・猶予秒数が10秒以下のときはカウントダウン。それ以上の
場合は、10秒刻みで音声警告（その間、ブザー音で警告）。
・端末でのテスト発報可能

家庭用受信端末 親機で、受信した電文をFMデジタル無
線を用いて受信し、予測到達震度、猶予時間を音声により
発報します。

・家庭用受信端末親機に対して子機は複数台設置可能
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